
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
クッション体に対し、板状芯体と、該板状芯体の周縁部に沿って環状をなす骨枠体とが相
互に結合されて内設された車両用サンバイザであって、
前記板状芯体の周縁部の複数箇所には、所要の幅寸法を隔てる切込み部によって挟持片が
それぞれ形成され、
前記各挟持片と前記板状芯体の周縁部とのうち、少なくとも一方の撓みによって前記挟持
片と前記板状芯体の周縁部との間に前記骨枠体が挟み込まれて止着されていることを特徴
とする車両用サンバイザ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
この発明は、サンバイザ本体の変形を防止するために、クッション体に、板状芯体と骨枠
体とが相互に結合されて内設された車両用サンバイザに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種の車両用サンバイザにおいて、図５と図６に示すように、骨枠体１２１は金
属製線材がサンバイザ本体の形状に対応して環状に折曲形成され、その一隅部に軸受体１
２２がスポット溶接などによって固着されている。
また、板状芯体１１１は、段ボール，厚紙等の板材よりなり、骨枠体１２１に嵌込まれる
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形状に形成されている。そして、前記骨枠体１２１の枠内に板状芯体１１１が嵌込まれ、
所要数の接着テープ１０４が骨枠体１２１から板状芯体１１１にわたって貼着されること
で、骨枠体１２１と板状芯体１１１とが結合されている。
前記したように骨枠体１２１と板状芯体１１１とが接着テープ１０４によって結合された
後、これら両部材１１１，１２１が表裏半分割されたクッション体の間にサンドイッチ状
に内設され、外装皮によって被覆されることで、サンバイザ本体が構成されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、前記従来のものにおいて、骨枠体１２１と板状芯体１１１と所要数の接着テー
プ１０４によって結合する作業は多くの手間を必要とし、コスト高となる問題点があった
。
この発明の目的は、前記従来の問題点に鑑み、接着テープを用いることなく骨枠体と板状
芯体とを容易にかつ手早く結合することができ、コスト低減を図ることができる車両用サ
ンバイザを提供することである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するために、この発明は、クッション体に対し、板状芯体と、該板状芯体
の周縁部に沿って環状をなす骨枠体とが相互に結合されて内設された車両用サンバイザで
あって、
前記板状芯体の周縁部の複数箇所には、所要の幅寸法を隔てる切込み部によって挟持片が
それぞれ形成され、
前記各挟持片と前記板状芯体の周縁部とのうち、少なくとも一方の撓みによって挟持片と
板状芯体の周縁部との間に前記骨枠体が挟み込まれて結合されている。
【０００５】
【作用】
前記したように構成される車両用サンバイザにおいて、板状芯体の各挟持片と同板状芯体
の周縁部とのうちの少なくとも一方の撓みによって前記挟持片と板状芯体の周縁部との間
に骨枠体を挟み込むことで、板状芯体と骨枠体とを容易にかつ手早く結合することができ
る。
【０００６】
【実施例】
以下、この発明の一実施例を図１～図４にしたがって説明する。
車両用サンバイザを正断面で表した図３及び側断面で表した図４において、サンバイザ本
体１は、板状芯体１１，骨枠体２１，クッション体２及び外装皮３を主体として構成され
ている。
【０００７】
前記クッション体２は、ポリウレタンホームのようなクッション性を有する発泡ゴム，発
泡樹脂等のシート材が表裏２分割されて構成され、同クッション体２には、前記骨枠体２
１及び板状芯体１１が互いに結合された状態でサンドイッチ状に内設されている。
そして、前記クッション体２が外装皮３によって被覆されることで、サンバイザ本体１が
構成される。
【０００８】
さて、図１と図２に示すように、前記板状芯体１１は、段ボール，厚紙等の板材が所要と
する形状に裁断されてなるもので、同板状芯体１１の周縁部の上下及び左右の複数箇所に
は、所要の幅寸法を隔てる切込み部１２によって挟持片１３がそれぞれ形成されている。
骨枠体２１は、金属製線材がサンバイザ本体１の形状に対応して折曲されてなるもので、
前記板状芯体１１の周縁部に沿って環状をなし、その一隅部に軸受体２２がスポット溶接
などによって固着されている。
【０００９】
そして、図１と図２に示すように、前記板状芯体１１の各挟持片１３と同板状芯体１１の
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周縁部１１ａとが互いに開く方向に弾性的に撓んだ状態において、これら挟持片１３と板
状芯体１１の周縁部１１ａとの間に骨枠体２１が挟み込まれることで、板状芯体１１と骨
枠体２１とが結合されるようになっている。
なお、前記実施例においては、板状芯体１１の各挟持片１３と同板状芯体１１の周縁部１
１ａとを互いに開く方向にそれぞれ撓ませたが、これに限るものではなく、挟持片１３の
みを撓ませて挟持片１３と板状芯体１１の周縁部１１ａとの間に骨枠体２１を挟み込んで
結合してもよく、板状芯体１１の周縁部１１ａのみを撓ませて、その周縁部１１ａと挟持
片１３との間に骨枠体２１を挟み込んで結合してもよい。
【００１０】
【発明の効果】
以上述べたように、この発明によれば、板状芯体の挟持片と同板状芯体の周縁部との間に
骨枠体を挟み込むことで、板状芯体と骨枠体とを容易にかつ手早く止着できるため、従来
と異なり接着テープを用いて貼付ける煩わしさを解消してコスト低減を図ることができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施例の板状芯体と骨枠体とを結合した状態を示す正面図である。
【図２】同じく図１のＩＩ－ＩＩ線断面図である。
【図３】同じくサンバイザ本体を示す正面図である。
【図４】同じく図３のＩＶ－ＩＶ線断面図である。
【図５】従来の板状芯体と骨枠体とを接着テープによって結合した状態を示す正面図であ
る。
【図６】同じく図５のＶＩ－ＶＩ線断面図である。
【符号の説明】
１　サンバイザ本体
２　クッション体
１１　板状芯体
１１ａ　周縁部
１２　切込み部
１３　挟持片
２１　骨枠体
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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